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Ｊ
Ｔ
Ｂ
グ
ル
ー
プ
は
２
０
０
８
年
度
上
期
（
４
〜
９
月
）
に
「
新
し
い
風

四

国
へ
の
旅
」
を
テ
ー
マ
と
し
て
四
国
全
域
を
対
象
に
地
域
活
性
化
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン

「
日
本
の
旬
・
四
国
」を
展
開
し
て
い
る
。
観
光
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
と
し
て
は
規
模
、

ブ
ラ
ン
ド
と
も
国
内
最
大
規
模
の
も
の
。
Ｊ
Ｔ
Ｂ
協
定
旅
館
ホ
テ
ル
連
盟
の
会
員

施
設
で
は
、
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
の
さ
ま
ざ
ま
な
効
果
を
期
待
す
る
声
も
多
い
。
今
回

は
、
同
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
開
催
中
の
Ｊ
Ｔ
Ｂ
旅
ホ
連
の
四
国
４
支
部
に
受
け
入
れ
態

勢
や
事
務
局
と
の
連
携
状
況
、
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
の
効
果
な
ど
に
つ
い
て
聞
い
た
。

日
本
の
旬
は
、
「
日
本
の

魅
力
の
再
発
見
」
を
テ
ー
マ

に
、
各
地
の
「
旬
」
の
魅
力

を
掘
り
起
こ
し
、
旅
行
を
通

じ
て
よ
り
多
く
の
旅
行
者
を

案
内
し
、
現
地
の
魅
力
を
感

じ
て
も
ら
う
こ
と
で
、
地
域

活
性
化
へ
の
貢
献
を
目
指
す

Ｊ
Ｔ
Ｂ
グ
ル
ー
プ
の
全
社
キ

ャ
ン
ペ
ー
ン
。
四
国
地
域
は

今
年
、
瀬
戸
大
橋
が
開
通
２０

年
、
明
石
海
峡
大
橋
が
開
通

１０
年
と
な
る
節
目
の
年
で
さ

ま
ざ
ま
な
イ
ベ
ン
ト
が
展
開

中
。
日
本
の
旬
キ
ャ
ン
ペ
ー

ン
が
加
わ
り
、
四
国
観
光
が

一
層
盛
り
上
が
る
。

今
回
の
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
の

ポ
イ
ン
ト
は
、
予
約
不
要
、

料
金
不
要
の
オ
リ
ジ
ナ
ル
ガ

イ
ド
ツ
ア
ー
を
各
県
に
１
つ

設
定
。
サ
ブ
テ
ー
マ
「
海
・

山
・
川
・
人
の
幸
に
出
会
う

旅
」の
コ
ン
セ
プ
ト
の
も
と
、

地
域
の
人
と
の
触
れ
合
い

（
�
人
の
幸
）
を
旅
行
者
に

楽
し
ん
で
も
ら
う
。他
に
も
、

入
場
の
割
引
券
な
ど
の
付
い

た
情
報
誌
「
四
国
漫
遊
本
」

を
グ
ル
ー
プ
に
１
冊
プ
レ
ゼ

ン
ト
し
て
い
る
。
ま
た
専
用

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
、
随
時
イ

ベ
ン
ト
や
ツ
ア
ー
の
内
容
を

紹
介
。
オ
リ
ジ
ナ
ル
キ
ャ
ラ

ク
タ
ー
の
四
国
勧
隊
「
ヨ
ン

ケ
ン
ジ
ャ
ー
」も
登
場
さ
せ
、

現
地
レ
ポ
ー
ト
も
掲
載
し
て

い
る
。
知
名
度
は
高
い
も
の

の
交
通
の
便
が
悪
く
、
個
人

で
は
訪
れ
に
く
い
地
域
性
も

あ
る
こ
と
か
ら
、「
足
摺
・
四

万
十
エ
ク
ス
プ
レ
ス
号
」
を

運
行
さ
せ
る
な
ど
、
二
次
ア

ク
セ
ス
に
も
積
極
的
に
取
り

組
ん
だ
。
併
せ
て
地
域
の
魅

力
を
楽
し
め
る
オ
プ
シ
ョ
ナ

ル
プ
ラ
ン
で
、誘
客
を
図
る
。

期
間
中
の
宿
泊
目
標
人
員

は
前
年
比
１
１
０
・
２
％
の

３２
万
３
千
人
。
Ｊ
Ｔ
Ｂ
旅
ホ

連
会
員
が
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
に

期
待
す
る
理
由
も
、
こ
の
誘

客
効
果
の
高
さ
に
あ
る
。

キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
対
象
は
、

企
画
商
品
「
エ
ー
ス
」
を
中

心
に
し
て
、
手
配
旅
行
も
含

め
た
す
べ
て
の
宿
泊
。
個
人

客
と
団
体
客
の
区
別
は
な

い
。
日
帰
り
商
品
で
キ
ャ
ン

ペ
ー
ン
特
典
が
付
く
ケ
ー
ス

も
あ
る
が
、
「
目
標
は
あ
く

ま
で
も
宿
泊
」
と
Ｊ
Ｔ
Ｂ
で

は
強
調
す
る
。
期
間
中
に
は

法
人
向
け
の
団
体
旅
行
や
Ｍ

Ｉ
Ｃ
Ｅ
市
場
向
け
の
条
件
整

備
に
も
取
り
組
ん
で
い
る
。

現
状
を
見
る
と
、
全
社
キ

ャ
ン
ペ
ー
ン
と
い
う
こ
と
で

全
国
か
ら
旅
行
者
が
集
ま
っ

て
い
る
。
東
日
本
地
区
か
ら

の
動
き
が
大
き
い
と
い
う
。

Ｊ
Ｔ
Ｂ
旅
ホ
連
四
国
４
支

部
で
は
「
古
く
は
空
海
に
始

ま
り
、
数
々
の
文
化
を
育
ん

だ
四
国
。
瀬
戸
大
橋
が
開
通

し
て
２０
年
、
新
し
い
風
を
四

国
に
吹
き
込
む
べ
く
、
四
国

再
発
見
の
布
石
と
し
て
日
本

の
旬
と
杜
の
賑
い
に
向
け
て

四
国
４
支
部
一
丸
と
な
っ
て

が
ん
ば
っ
て
い
る
」
（
近
兼

孝
休
・
香
川
支
部
長
）
と
協

力
姿
勢
を
示
す
。

Ｊ
Ｔ
Ｂ
旅
ホ
連
会
員
に
と

っ
て
日
本
の
旬
は
、
二
次
交

通
を
整
備
し
、四
国
の
歴
史
、

文
化
、
観
光
、
温
泉
を
掘
り

起
こ
し
、
新
た
な
観
光
の
魅

力
付
け
を
図
る
チ
ャ
ン
ス
。

四
国
４
支
部
は
、
特
に
旅
ホ

連
本
部
事
務
局
と
密
に
連
絡

を
取
り
合
い
な
が
ら
、
全
国

の
人
々
に
向
け
て
「
ぜ
ひ
、

四
国
に
行
っ
て
み
た
い
」
と

思
わ
せ
る
よ
う
な
働
き
掛
け

を
行
っ
て
い
る
と
い
う
。

日
本
の
旬
・
四
国
を
成
功

さ
せ
よ
う
と
４
支
部
は
合
同

キ
ャ
ラ
バ
ン
を
編
成
し
、
Ｊ

Ｔ
Ｂ
グ
ル
ー
プ
本
社
を
は
じ

め
、
首
都
圏
、
中
部
、
西
日

本
、
大
阪
、
中
国
四
国
、
九

州
の
Ｊ
Ｔ
Ｂ
グ
ル
ー
プ
各
本

社
を
訪
問
。
大
市
場
の
西
日

本
・
大
阪
エ
リ
ア
へ
は
、
４

県
の
誘
致
宣
伝
委
員
と
支
部

幹
事
と
が
４
日
間
２
班
体
制

で
計
１３
支
店
に
販
売
促
進
を

依
頼
し
、
四
国
で
の
会
議
誘

致
や
研
修
受
入
れ
を
地
元
と

し
て
ア
ピ
ー
ル
し
た
。

開通２０周年を迎えた瀬戸大橋（与島から）

香
川

香
川
県
内
は
、
特
産
品
の

小
豆
島
の
オ
リ
ー
ブ
植
栽
が

１
０
０
周
年
で
１
０
０
年
祭

を
、
ま
た
、
ハ
マ
チ
養
殖
発

祥
の
地
と
し
て
８０
周
年
の
記

念
行
事
、
全
国
的
に
も
関
心

を
集
め
る
瀬
戸
大
橋
の
開
通

２０
周
年
と
そ
の
関
連
イ
ベ
ン

ト
な
ど
周
年
イ
ベ
ン
ト
が
目

白
押
し
と
な
っ
て
い
る
。

特
に
讃
岐
う
ど
ん
と
日
本

の
麺
文
化
、
シ
ル
ク
ロ
ー
ド

沿
道
の
世
界
の
麺
文
化
に
ス

ポ
ッ
ト
を
当
て
た
「
世
界
麺

フ
ェ
ス
タ
・
イ
ン
さ
ぬ
き
」

が
５
月
３
日
か
ら
６
月
１５
日

ま
で
サ
ン
ポ
ー
ト
高
松
や
善

通
寺
を
メ
ー
ン
会
場
に
盛
大

に
開
催
さ
れ
て
い
る
。

新
た
な
観
光
ポ
イ
ン
ト
と

し
て
は
、
外
国
人
観
光
客
が

増
加
す
る
な
ど
、
近
年
注
目

を
集
め
る
直
島
。
ア
ー
ト
ツ

ー
リ
ズ
ム
の
島
と
し
て
、
直

島
福
武
美
術
館
財
団
が
運
営

す
る
地
中
美
術
館
が
脚
光
を

浴
び
て
い
る
。

香
川
支
部
（
四
国
地
区
）

は
、
Ｊ
Ｔ
Ｂ
サ
ー
ビ
ス
ア
ン

ケ
ー
ト
ハ
ガ
キ
評
価
で
サ
ー

ビ
ス
の
評
価
点
が
他
の
地
区

と
比
較
し
て
点
数
が
低
い
こ

と
が
懸
案
だ
っ
た
。
「
お
も

て
な
し
の
気
持
ち
は
十
分
持

っ
て
い
る
の
に
そ
れ
が
お
客

さ
ま
に
伝
わ
っ
て
い
な
い
」

こ
と
を
重
く
見
て
、
０７
年
度

に
外
部
講
師
を
招
き
、
２
回

の
サ
ー
ビ
ス
講
習
会
を
実

施
。
日
本
の
旬
・
四
国
の
た

め
に
、
お
も
て
な
し
を
会
員

施
設
皆
で
学
習
し
た
。
「
キ

ャ
ン
ペ
ー
ン
終
了
後
に
成
果

は
必
ず
出
る
と
確
信
し
て
い

る
」
と
近
兼
孝
休
支
部
長
。

地
元
と
の
連
携
に
関
し
て

は
、
高
松
Ｊ
Ｃ
の
専
務
理
事

が
「
石
灯
り
の
館
花
樹
海
」

の
三
矢
芳
剛
取
締
役
と
い
う

こ
と
も
あ
り
、
Ｊ
Ｃ
の
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
を
駆
使
し
、
旅
ホ

連
香
川
支
部
個
人
型
宿
泊
商

品
に
プ
レ
ゼ
ン
ト「
和
三
盆
」

「
庵
治
石
の
箸
置
き
」
の
商

品
開
発
が
実
現
し
た
。
香
川

支
部
施
設
の
宿
泊
客
へ
プ
レ

ゼ
ン
ト
と
し
て
ど
ち
ら
か
を

チ
ョ
イ
ス
で
き
る
。
特
に
庵

治
石
の
箸
置
き
の
製
作
は
、

通
常
で
は
不
可
能
な
こ
と
。

讃
岐
う
ど
ん
は
全
国
区
の

知
名
度
と
人
気
を
誇
り
、
県

外
観
光
客
も
多
い
。
キ
ャ
ン

ペ
ー
ン
の
地
元
名
産
品
を
使

用
し
た
讃
岐
う
ど

ん
の
食
べ
方
の
チ

ョ
イ
ス
や
香
川
オ

リ
ジ
ナ
ル
料
理

は
、
定
番
化
を
目

指
す
。
特
に
オ
リ
ー
ブ
植
栽

１
０
０
周
年
と
ハ
マ
チ
養
殖

８０
周
年
に
も
関
連
し
て
、「
さ

ぬ
き
の
出
世
丼
」
と
ネ
ー
ミ

ン
グ
し
た
ハ
マ
チ
の
づ
け

丼
、
エ
キ
ス
ト
ラ
バ
ー
ジ
ン

オ
イ
ル
を
ア
イ
ス
ク
リ
ー
ム

に
ト
ッ
ピ
ン
グ
し
た
「
オ
リ

ー
ブ
ぶ
っ
か
け
ア
イ
ス
」
が

有
望
だ
。

全
国
的
に
専
門
ガ
イ
ド
や

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ガ
イ
ド
付
き

ツ
ア
ー
が
人
気
と
な
っ
て
い

る
こ
と
も
あ
り
、
オ
リ
ジ
ナ

ル
と
し
て
開
発
し
た
金
刀
比

羅
宮
参
拝
ガ
イ
ド
ツ
ア
ー
を

定
着
さ
せ
た
い
意
向
だ
。

愛
媛

愛
媛
支
部
は
、
特
に
道
後

温
泉
郷
土
芸
能
イ
ベ
ン
ト
の

開
催
に
旅
ホ
連
会
員
自
ら
が

汗
を
か
き
、
地
域
挙
げ
て
全

国
か
ら
の
観
光
客
を
お
も
て

な
し
し
て
い
る
。
期
間
中
の

毎
晩
８
時
半
か
ら
９
時
ま

で
、
道
後
温
泉
本
館
前
の
坊

っ
ち
ゃ
ん
広
場
内

「
日
本
の
旬
ス
テ

ー
ジ
」
で
は
伊
予

水
軍
太
鼓
を
中
心

と
し
た
郷
土
芸
能

を
上
演
。
「
１
８
３
日
間
の

連
日
開
催
（
雨
天
中
止
）
は

初
め
て
の
取
り
組
み
で
、
出

演
者
は
も
と
よ
り
、
手
弁
当

で
運
営
し
て
頂
い
て
い
る
会

員
や
地
域
住
民
、
地
域
事
業

者
の
協
力
の
お
陰
で
実
現
で

き
感
謝
し
て
い
る
」
（
宮
崎

光
彦
支
部
長
）
。

さ
ら
に
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
を

支
部
全
体
で
盛
り
上
げ
る
た

め
、
エ
ー
ス
参
画
施
設
以
外

の
県
下
各
地
の
全
会
員
の
宿

泊
プ
ラ
ン
も
均
等
の
カ
セ
ッ

ト
で
掲
載
し
た
「
愛
媛
旅
百

話
」
を
こ
の
機
に
合
わ
せ
て

作
成
。
ま
た
、
「
日
本
の
旬

情
報
コ
ー
ナ
ー
」
と
愛
媛
・

四
国
の
情
報
を
検
索
で
き
る

Ｃ
Ｄ
を
作
成
し
、
会
員
施
設

ロ
ビ
ー
の
パ
ソ
コ
ン
に
イ
ン

ス
ト
ー
ル
。
宿
泊
客
は
「
日

本
の
旬
四
国
」
を
全
面
に
掲

載
し
た
ト
ッ
プ
画
面
か
ら
イ

ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上
で
さ
ま
ざ

ま
な
関
連
情
報
を
収
集
で
き

る
。
特
に
道
路
の
行
程
検
索

シ
ス
テ
ム
「
み
ち
し
る
四
国

ナ
ビ
」
が
好
評
だ
。
「
日
本

の
旬
ギ
ャ
ラ
リ
ー
」も
設
け
、

愛
媛
の
伝
統
工
芸
品
「
砥
部

焼
」
の
各
窯
元
と
タ
イ
ア
ッ

プ
し
、
砥
部
焼
の
作
品
を
鑑

賞
で
き
、
絵
付
け
の
体
験
も

楽
し
め
る
。

ま
ち
歩
き
ツ
ア
ー
も
充

実
。
道
後
温
泉
本
館
は
、
ミ

シ
ュ
ラ
ン
ガ
イ
ド
３
ツ
星
観

光
施
設
に
格
付
け
さ
れ
た
国

の
重
要
文
化
財
だ
が
、
「
い

よ
の
風

道
後
散
策
ガ
イ
ド

ツ
ア
ー
」
で
は
、
皇
室
専
用

の
入
浴
施
設
「
又
新
殿
」（
ゆ

う
し
ん
で
ん
）
の
見
学
と
道

後
温
泉
周
辺
の
名
所
旧
跡
巡

り
を
満
喫
で
き
る
。

今
年
４
月
か
ら
は
、
日
本

３
大
急
潮
で
有
名
な
来
島
海

峡
の
急
流
を
体
験
で
き
る

「
急
流
観
潮
船
」
が
瀬
戸
内

し
ま
な
み
海
道
の
大
島
〜
今

治
で
ス
タ
ー
ト
。
世
界
初
の

３
連
吊
橋
・
来
島
海
峡
大
橋

を
見
上
げ
な
が
ら
、
海
峡
を

渡
っ
て
急
潮
を
体
感
し
、
世

界
有
数
の
造
船
所
湾
内
へ
も

入
る
約
４０
分
の
ク
ル
ー
ズ
は

お
勧
め
と
い
う
。他
に
も「
道

後
温
泉
手
ぶ
ら
観
光
便
」
や

「
坊
っ
ち
ゃ
ん
劇
場

観
劇

＆
タ
ク
シ
ー
送
迎
プ
ラ
ン
」

な
ど
の
商
品
も
用
意
し
た
。

キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
を
機
に
、

こ
れ
ら
の
仕
組
み
を
定
着
さ

せ
る
と
と
も
に
、
注
目
の
愛

媛
の
食「
瀬
戸
の
海
ご
は
ん
」

の
継
続
を
図
る
。
「
特
に
来

年
の
瀬
戸
内
し
ま
な
み
海
道

開
通
１０
周
年
に
向
け
て
、
来

島
海
峡
の
急
流
観
潮
船
の
更

な
る
Ｐ
Ｒ
と
、
来
秋
か
ら
３

年
間
に
渡
り
放
映
さ
れ
る
Ｎ

Ｈ
Ｋ
ス
ペ
シ
ャ
ル
ド
ラ
マ

『
坂
の
上
の
雲
』
の
事
業
に

合
わ
せ
、
松
山
城
観
光
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
ガ
イ
ド
や
『
坂
の

上
の
雲
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
』
と

の
連
携
を
強
化
し
た
い
」
と

宮
崎
支
部
長
。

さ
ら
に
は
、
松
山
圏
域
が

今
春
に
、
地
域
資
源
∞
全
国

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
採
択
さ
れ

た
こ
と
か
ら
、
松
山
商
工
会

議
所
な
ど
と
と
も
に
滞
在
型

の
新
観
光
ル
ー
ト
や
体
験
プ

ラ
ン
の
商
品
化
、
定
着
化
を

図
る
と
と
も
に
、
ド
ラ
イ
ブ

旅
行
や
個
人
観
光
客
の
ニ
ー

ズ
に
対
応
し
た
観
光
情
報
の

受
発
信
に
取
り
組
ん
で
い
く

考
え
だ
。

会
員
一
丸
と
な
っ
て
取
り
組
む

道
後
温
泉
郷
土
芸
能
イ
ベ
ン
ト

大
型
周
年
イ
ベ
ン
ト
が
目
白
押
し

お
も
て
な
し
の
技
術
を
向
上
す
る

近兼孝休支部長
こんぴら温泉郷
琴平グランドホテル
桜の抄・紅梅亭

宮崎光彦支部長
道後温泉
宝荘ホテル

道
後
温
泉
の
伝
統
芸
能
イ
ベ
ン
ト

ガ
イ
ド
ツ
ア
ー
が
開
催
さ
れ
る
金
毘
羅
宮

高
知

高
知
県
で
は
、
今
年
３
月

１
日
か
ら
「
花
・
人
・
土
佐

で
あ
い
博
」が
ス
タ
ー
ト
し
、

県
内
の
各
地
域
で
さ
ま
ざ
ま

な
地
域
の
特
色
を
生
か
し
た

イ
ベ
ン
ト
が
多
数
開
催
さ
れ

て
い
る
。
「
海
、
山
、
川
な

ど
の
土
佐
の
自
然
の
魅
力
、

地
域
に
息
づ
く
伝

統
文
化
に
加
え
、

温
か
い
土
佐
人
の

お
も
て
な
し
を
楽

し
ん
で
ほ
し
い
」

（
藤
本
正
孝
支
部
長
）
。

土
佐
で
あ
い
博
の
会
場
の

中
で
は
、
特
に
今
年
開
園
５０

周
年
を
迎
え
る
「
牧
野
植
物

園
」（
高
知
市
五
台
山
地
区
）

が
お
勧
め
だ
と
い
う
。

４
月
１
日
か
ら
６
月
３０
日

ま
で
の
間
は
「
五
台
山
花
絵

巻
」
が
開
催
さ
れ
て
い
る
。

大
幅
に
リ
ニ
ュ
ー
ル
が
行
わ

れ
た
牧
野
植
物
園
南
園
を
は

じ
め
、
高
知
市
内
を
見
下
ろ

す
「
五
台
山
公
園
山
頂
展
望

台
」
や
１
２
０
０
年
の
歴
史

を
有
す
る
「
竹
林
寺
」
（
四

国
八
十
八
カ
所
第
三
十
一
番

札
所
）
で
、
季
節
感
あ
ふ
れ

る
日
本
の
美
の
世
界
を
堪
能

で
き
る
。
ま
た
、
五
台
山
展

望
台
か
ら
の
夜
景
と
竹
林
寺

の
ラ
イ
ト
ア
ッ
プ
の
バ
ス
ツ

ア
ー
も
催
さ
れ
て
い
る
。

限
定
ガ
イ
ド
ツ
ア
ー
も
実

施
。
そ
の
１
つ
、
高
知
城
探

検
ガ
イ
ド
ツ
ア
ー
は
、
Ｎ
Ｈ

Ｋ
大
河
ド
ラ
マ「
功
名
が
辻
」

で
全
国
的
に
知
ら
れ
る
よ
う

に
な
っ
た
山
内
一
豊
公
の
築

い
た
高
知
城
を
専
門
ガ
イ
ド

が
案
内
。
入
り
口
と
出
口
が

筋
違
い
と
な
っ
て
い
る
か
ら

く
り
門
「
詰
門
」
を
特
別
見

学
で
き
る
ほ
か
、
高
知
城
懐

徳
館
に
入
場
で
き
る
。

足
摺
地
区
で
は
、
夜
空
の

星
を
眺
め
る
足
摺
ス
タ
ー
ウ

ォ
ッ
チ
ン
グ
や
、
足
摺
の
不

思
議
な
ス
ポ
ッ
ト
を
め
ぐ
る

「
七
不
思
議
ガ
イ
ド
ツ
ア

ー
」を
開
催
し
て
い
る
。「
地

元
の
旅
ホ
連
会
員
や
会
員
施

設
の
従
業
員
が
ガ
イ
ド
と
し

て
協
力
し
て
い
る
」
（
藤
本

正
孝
支
部
長
）
。

四
万
十
地
区
で
は
、
最
後

の
清
流
と
も
呼
ば
れ
る
四
万

十
川
で
「
船
く
だ
り
」
を
開

催
。
さ
ら
に
ナ
イ
ト
観
光
で

は
、
「
四
万
十
ホ
タ
ル
＆
ス

タ
ー
ウ
ォ
ッ
チ
ン
グ
」
が
行

わ
れ
て
い
る
。

ま
た
、地
元
観
光
関
係
者
、

地
元
商
店
街
が
協
力
し
て

「
夏
フ
ィ
ナ
ー
レ
・
よ
さ
こ

い
ア
ン
コ
ー
ル
」
を
実
施
す

る
。よ

さ
こ
い
踊
り
本
番
の
際

は
需
要
が
多
く
宿
泊
が
な
か

な
か
手
配
で
き
な
い
こ
と
か

ら
、
よ
さ
こ
い
祭
り
終
了
後

の
８
月
１８
日
か
ら
９
月
６
日

ま
で
市
内
の
大
橋
通
り
商
店

街
で
有
力
チ
ー
ム
の
よ
さ
こ

い
踊
り
が
上
演
さ
れ
る
。
Ｊ

Ｔ
Ｂ
エ
ー
ス
の
宿
泊
客
に

は
、
商
店
街
で
利
用
可
能
な

２
０
０
円
分
の
買
い
物
券
を

会
員
施
設
で
渡
し
て
い
る
。

今
回
の
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
を

契
機
に
、
今
後
、
県
内
各
地

の
ま
ち
あ
る
き
ツ
ア
ー
の
充

実
を
図
る
こ
と
が
検
討
さ
れ

て
い
る
。
注
目
を
集
め
そ
う

な
坂
本
龍
馬
ゆ
か
り
の
地
を

は
じ
め
、
山
内
一
豊
、
大
政

奉
還
（
山
内
容
堂
）
、
土
佐

勤
王
党
、
自
由
民
権
な
ど
に

ま
つ
わ
る
、
歴
史
や
幕
末
フ

ァ
ン
に
喜
ば
れ
そ
う
な
コ
ー

ス
が
計
画
さ
れ
て
い
る
。
他

に
も
、
文
学
、
は
り
ま
や
橋
、

ま
ん
が
、
地
球
３３
番
地
、
世

界
の
電
車
な
ど
、
高
知
ら
し

さ
や
ユ
ニ
ー
ク
な
も
の
を
テ

ー
マ
に
し
た
コ
ー
ス
も
検
討

さ
れ
て
い
る
。

「
さ
ら
に
高
知
の
豊
か
な

食
文
化
の
情
報
発
信
に
も
力

を
入
れ
た
い
」
と
藤
本
支
部

長
。
高
知
で
は
、
約
６５
の
選

定
郷
土
料
理
が
あ
る
。
各
地

域
の
郷
土
料
理
に
つ
い
て
卓

越
し
た
知
識
と
技
術
を
持
ち

伝
承
活
動
に
取
り
組
ん
で
い

る
団
体
や
個
人
を
認
定
し
て

い
る
。

「
花
・
人
・
土
佐
で
あ
い
博
」
好
評

各
地
の
ガ
イ
ド
ツ
ア
ー
に
注
力
を

藤本正孝支部長
高知市
城西館

徳
島

徳
島
支
部
で
は
、
キ
ャ
ン

ペ
ー
ン
期
間
中
、
自
然
や
文

化
に
ス
ポ
ッ
ト
当
て
た
イ
ベ

ン
ト
や
現
地
ツ
ア
ー
を
実

施
。
鳴
門
、
海
部
、

牟
岐
、
阿
南
の
恵

ま
れ
た
自
然
を
気

軽
に
体
験
で
き
る

の
は
海
水
浴
。
サ

ー
フ
ィ
ン
の
ポ
イ
ン
ト
も
あ

る
。大

歩
危
・
祖
谷
の
川
下
り

や
ラ
フ
テ
ィ
ン
グ
は
非
常
に

人
気
が
高
く
な
っ
て
い
る
。

ま
た
、ナ
イ
ト
観
光
と
し
て
、

ス
タ
ー
ウ
ォ
ッ
チ
ン
グ
や
蛍

見
学
も
注
目
の
的
だ
。

徳
島
と
い
え
ば
阿
波
踊
り

で
、
昨
年
は
阿
波
踊
り
が
ス

ト
ー
リ
ー
の
重
要
な
要
素
と

な
っ
た
小
説
「
眉
山
」
が
映

画
化
さ
れ
、
今
年
は
ド
ラ
マ

化
さ
れ
る
な
ど
注
目
度
も
増

し
て
い
る
。
８
月
１２
〜
１５
日

の
阿
波
踊
り
本
番
は
も
ち
ろ

ん
、
５
〜
８
月
は
本
番
ま
で

の
練
習
風
景
を
徳
島
市
内
で

見
学
で
き
る
。

映
画
「
バ
ル
ト
の
楽
園
」

で
徳
島
と
第
九
に
ま
つ
わ
る

エ
ピ
ソ
ー
ド
は
全
国
に
知
ら

れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
６
月

１
日
と
２
日
に
は
、
鳴
門
市

第
九
コ
ン
サ
ー
ト
（
西
本
智

実
・
東
京
交
響
楽
団
）
が
行

わ
れ
る
。

二
次
交
通
も
充
実
。
と
く

し
ま
市
内
の
「
ぐ
る
ぐ
る
バ

ス
」
（
無
料
）
や
祖
谷
ボ
ン

ネ
ッ
ト
バ
ス
ツ
ア
ー
も
運
行

し
て
い
る
。

キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
で
は
、
徳

島
観
光
の
ハ
イ
ラ
イ
ト
と
も

い
え
る
鳴
門
の
う
ず
潮
、
鳴

門
公
園
散
策
の
ガ
イ
ド
ツ
ア

ー
を
実
施
し
て
い
る
。
専
門

ガ
イ
ド
が
う
ず
潮
や
大
鳴
門

橋
な
ど
を
分
か
り
や
す
く
詳

し
く
説
明
し
て
く
れ
る
。

今
後
は
、
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン

を
機
に
ボ
ン
ネ
ッ
ト
バ
ス
ツ

ア
ー
や
鳴
門
公
園
の
ガ
イ
ド

ツ
ア
ー
、
徳
島
市
の
推
奨
す

る
「
ひ
ょ
う
た
ん
島
ク
ル
ー

ズ
」
（
無
料
）
、
週
末
運
行

の
ぐ
る
ぐ
る
バ
ス
な
ど
イ
ン

フ
ラ
整
備
さ
れ
た
も
の
は
継

続
で
き
る
よ
う
に
取
り
組
ん

で
い
く
方
針
だ
。

谷
口
宏
支
部
長
は
「
徳
島

の
豊
富
な
食
材
の
な
か
で

も
、
流
行
の
兆
し
が
あ
る
徳

島
ラ
ー
メ
ン
、
祖
谷
そ
ば
、

半
田
そ
ー
め
ん
、
土
成
た
ら

い
う
ど
ん
の
情
報
発
信
と
、

４
大
麺
め
ぐ
り
を
、
徳
島
の

旅
の
定
番
と
し
て
定
着
さ
せ

て
い
き
た
い
」と
意
気
込
む
。

高
知
城
の
Ｊ
Ｔ
Ｂ
限
定
ガ
イ
ド
ツ
ア
ー

大
歩
危
・
祖
谷
の
エ
コ
ツ
ア
ー
が
人
気

二
次
交
通
と
４
大
麺
め
ぐ
り
の
定
着
を

谷口宏支部長
祖谷渓
新祖谷温泉
ホテルかずら橋

「
杜
の
賑
い
イ
ン
四
国

２
０
０
８
」
が
７
月
６
日
に

香
川
県
高
松
市
の
ア
ル
フ
ァ

あ
な
ぶ
き
ホ
ー
ル（
旧
称
・
香

川
県
県
民
ホ
ー

ル
）で
開
催
さ
れ

る
。杜

の
賑
い
は
、

地
域
の
芸
能
や
祭

り
を
一
堂
に
集
め

て
再
現
す
る
Ｊ
Ｔ

Ｂ
の
オ
リ
ジ
ナ
ル

イ
ベ
ン
ト
。今
年

は
、瀬
戸
大
橋
開

通
２０
周
年
を
記
念

し
て
、「
新
し
い
風

四
国
へ
の
旅
」

を
テ
ー
マ
に
四
国

の
文
化
や
舞
踊
、

祭
り
を
繰
り
広
げ

る
。主

な
演
目
と
し

て
、
民
謡
メ
ド
レ

ー
で
は
、
四
国
を

代
表
す
る
「
こ
ん

ぴ
ら
ふ
ね
ふ
ね
」
（
香
川
）、

「
伊
予
節
」
（
愛
媛
）、「
よ

さ
こ
い
節
」
（
高
知
）、「
阿

波
よ
し
こ
の
」
（
徳
島
）
が

勢
ぞ
ろ
い
。

伝
統
芸
能
で
は
、
善
通
寺

龍
神
太
鼓（
香
川
）。舞
踊
で

は
、坂
本
念
仏
踊
り（
香
川
）、

よ
さ
こ
い
踊
り
（
高
知
）
、

阿
波
踊
り（
徳

島
）、八
鹿
踊
り

（
愛
媛
）、神
代
踊

り（
徳
島
）な
ど
が

披
露
さ
れ
る
予

定
。
阿
波
踊
り
と

よ
さ
こ
い
踊
り
の

前
評
判
が
高
い
と

い
う
。

集
客
目
標
は
、

１
６
０
０
人
の
２

回
公
演
で
３
２
０

０
人
。
前
売
り
入

場
券
は
、
全
国
の

Ｊ
Ｔ
Ｂ
各
支
店
、

Ｊ
Ｔ
Ｂ
ト
ラ
ベ
ラ

ン
ド
各
店
、
Ｊ
Ｔ

Ｂ
総
合
提
携
店

で
、
４
月
４
日
か

ら
売
り
出
さ
れ
、

開
催
日
の
２
日
前

の
７
月
４
日
ま
で
販
売
さ
れ

る
。
価
格
は
２
千
円
。
座
席

は
ブ
ロ
ッ
ク
指
定
で
、
指
定

ブ
ロ
ッ
ク
内
自
由
席
と
な
っ

て
い
る
。

阿
波
踊
り
と
よ
さ
こ
い
踊
り
（
イ
メ
ー
ジ
）

第１０９回ＪＴＢオリジナルイベント 瀬戸大橋開通２０周年記念

杜の賑いイン四国２００８

こんぴらふねふね、阿波踊り

よさこい、伊予節など勢ぞろい

徳島観光のハイライト、鳴門のうず潮

Ｊ
Ｔ
Ｂ
日
本
の
旬
・
四
国
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
テ
ー
マ
は
新
し
い
風
四
国
へ
の
旅
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「花・人・土佐であい博」と連携

五台山花絵巻
植
物
学
者
・
牧
野
富
太
郎

博
士
ゆ
か
り
の
地
、
高
知
市

五
台
山
を
舞
台
に
し
て
「
五

台
山
花
絵
巻

県
立
牧
野
植

物
園
開
園
５０
周
年
記
念
」
が

４
月
１
日
か
ら
開
催
さ
れ
て

い
る
。
県
下
有
数
の
景
勝
地

で
あ
る
五
台
山
山
頂
の
展
望

台
周
辺
、
歴
史
あ
る
竹
林
寺

境
内
、
そ
し
て
牧
野
植
物
園

南
園
を
趣
向
を
凝
ら
し
た
色

彩
あ
ふ
れ
る
花
々
で
彩
る
。

五
台
山
の
素
晴
ら
し
さ
の

再
発
見
が
目
的
。
「
花
・
人

・
土
佐
で
あ
い
博
」
の
連
携

イ
ベ
ン
ト
の
１
つ
で
、
６
月

３０
日
ま
で
。

山
頂
の
展
望
台
周
辺
で

は
、
海
、
山
、
町
並
み
を
一

望
で
き
る
大
パ
ノ
ラ
マ
の
フ

ラ
ワ
ー
ガ
ー
デ
ン
を
、
荘
厳

な
雰
囲
気
の
竹
林
寺
境
内
で

は
、
ボ
タ
ン
、
ア
ジ
サ
イ
な

ど
情
緒
あ
ふ
れ
る
花
々
を
、

牧
野
植
物
園
南
園
で
は
、
サ

ク
ラ
ソ
ウ
や
ハ
ナ
シ
ョ
ウ
ブ

な
ど
日
本
伝
統
園
芸
植
物
を

一
堂
に
集
め
、
華
や
か
さ
と

気
品
に
満
ち
た
園
地
に
し

た
。
江
戸
時
代
に
世
界
に
大

き
な
影
響
を
与
え
た
園
芸
文

化
を
改
め
て
日
本
人
に
紹
介

す
る
展
示
も
行
わ
れ
て
い

る
。牧

野
博
士
は
、
青
年
時
代

か
ら
こ
の
歴
史
と
景
勝
の

地
、
五
台
山
を
度
々
訪
れ
、

多
く
の
植
物
を
採
集
し
た
。

９０
歳
を
超
え
た
晩
年
の
博
士

は
当
地
に
植
物
園
を
建
て
た

い
と
願
い
、
多
く
の
人
々
が

支
援
。
亡
く
な
っ
た
翌
年
、

悠
久
の
歴
史
を
持
つ
竹
林
寺

の
境
内
跡
に
牧
野
植
物
園
が

開
園
し
た
。

入
園
は
Ｇ
Ｗ
も
好
調

高
知
県
内
の
今
年
の
ゴ
ー

ル
デ
ン
ウ
イ
ー
ク
期
間
中

（
Ｇ
Ｗ
、
４
月
２８
日
〜
５
月

６
日
の
９
日
間
調
査
）
の
観

光
客
数
は
、
全
体
と
し
て
は

減
少
傾
向
な
が
ら
、
五
台
山

花
絵
巻
を
開
催
し
て
い
る
高

知
県
立
牧
野
植
物
園
は
２
万

４
２
４
１
人
で

前
年
比
１

９
８
％
と
好
調
だ
っ
た
。

牧
野
植
物
園
は
５
月
４
日

に
４
月
か
ら
の
入
園
者
が
５

万
人
を
突
破
。
５
月
６
日
に

は
開
園
以
来
最
高
と
な
る
１

日
の
入
園
者
が
３
９
７
３
人

を
超
え
る
な
ど
昨
年
と
比
較

し
て
２
倍
近
い
伸
び
率
と
な

っ
た
。

高
知
県
の
主
要
観
光
施
設

（
２６
カ
所
）
の
４
月
２６
日
か

ら
５
月
６
日
ま
で
の
入
込
客

数
は
延
べ
１８
万
７
８
４
６

人
。
昨
年
同
時
期
と
比
較
す

る
と
、
３
万
４
５
２
０
人
の

減
少
。
牧
野
植
物
園
の
ほ
か

に
、
横
倉
山
自
然
の
森
博
物

館
が
７
５
６
人
で
前
年
比
１

６
１
％
、
四
万
十
川
観
光
開

発
が
８
２
８
人
で
前
年
比
１

０
３
％
と
前
年
を
上
回
っ
て

い
る
。

観
光
客
数
は
５
月
４
日
を

ピ
ー
ク
に
３
、
５
日
に
集
中

し
た
。
高
知
県
内
の
宿
泊
施

設
の
稼
働
状
況
は
、５
月
３
、

４
日
に
満
室
状
態
と
な
っ

た
。

香
川
県
こ
ん
ぴ
ら
温
泉
郷

の
「
湯
元
こ
ん
ぴ
ら
温
泉
華

の
湯
紅
梅
亭
」
（
近
兼
孝
休

社
長
）
は
、
敷
地
内
に
独
自

源
泉
を
持
つ
温
泉
自
慢
の

宿
。
客
室
か
ら
は
金
刀
比
羅

宮
や
美
し
い
姿
の
讃
岐
富
士

を
眺
め
る
こ
と
が
で
き
る
。

泉
質
は
ナ
ト
リ
ウ
ム
・
カ

ル
シ
ウ
ム
・
塩
化
物
温
泉
で

神
経
痛
や
慢
性
婦
人
病
な
ど

に
効
能
が
あ
る
。
地
下
大
浴

場
露
天
風
呂
「
花
す
み
か
」

と
庭
園
大
浴
場
露
天
風
呂

「
花
て
ら
す
」
で
は
、
源
泉

な
ら
で
は
の
良
質
な
温
泉
を

実
感
で
き
る
。

０５
年
３
月
に
リ
ニ
ュ
ー
ア

ル
し
た
花
す
み
か
は
、
木
の

風
合
い
を
生
か
し
た
風
情
の

あ
る
空
間
。
う
た
せ
湯
や
あ

わ
湯
な
ど
バ
ラ
エ
テ
ィ
ー
に

富
ん
で
い
る
。女
性
客
に
は
、

ひ
の
き
露
天
風
呂
に
、
夜
は

バ
ラ
、
朝
は
デ
ン
フ
ァ
レ
の

花
び
ら
を
浮
か
べ
た
華
風
呂

の
サ
ー
ビ
ス
も
。
花
て
ら
す

は
、
花
に
包
ま
れ
た
庭
園
露

天
風
呂
な
ど
か
ら
な
り
、
外

湯
感
覚
で
９
つ
の
湯
め
ぐ
り

を
満
喫
で
き
る
。

ま
た
、
同
館
で
は
琴
平
町

が
管
理
す
る
「
こ
ん
ぴ
ら
温

泉
い
こ
い
の
湯
」
（
ア
ル
カ

リ
性
単
純
泉
）
も
利
用
で
き

る
よ
う
、
敷
地
内
に
地
下
タ

ン
ク
を
設
置
す
る
予
定
。
宿

泊
客
は
、
２
種
類
の
温
泉
が

楽
し
め
る
よ
う
に
な
る
。

▽
湯
元
こ
ん
ぴ
ら
温
泉
華

の
湯
紅
梅
亭
は
香
川
県
仲
多

度
郡
琴
平
町
５
５
６
�
１
。
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２
種
の
温
泉
楽
し
む
宿
へ

イベントの舞台、牧野植物園南園

地下大浴場露天風呂「花すみか」

香川さぬきうどんも出展

世界麺フェスタ香
川
県
の
こ
と
ひ
ら
温
泉

郷
の
「
こ
と
ひ
ら
温
泉
琴
参

閣
」
は
、
こ
ん
ぴ
ら
さ
ん
の

門
前
に
建
つ
、
全
２
２
５
室

の
香
川
屈
指
の
大
型
旅
館
。

美
し
い
日
本
庭
園
を
臨
む
吹

き
抜
け
の
ロ
ビ
ー
は
、
く
つ

ろ
ぎ
の
滞
在
を
予
感
さ
せ

る
。
豊
富
な
湧
出
量
と
泉
質

を
誇
る
温
泉
の
泉
質
は
、
ナ

ト
リ
ウ
ム
塩
化
温
泉
（
中
性

低
張
性
温
泉
）
。
神
経
痛
、

筋
肉
痛
、
冷
え
性
な
ど
に
効

能
が
あ
る
。

本
館
「
讃
水
」
の
大
浴
場

「
こ
ん
ぴ
ら
の
湯
」
と
「
か

ぶ
き
の
湯
」
で
は
、
美
容
効

果
の
高
い
「
薬
草
風
呂
」
や

「
ア
ン
デ
ス
岩
塩
風
呂
」
、

屋
形
船
を
模
し
た
ひ
の
き
の

浴
槽
の「
船
型
湯
船
」な
ど
、

バ
ラ
エ
テ
ィ
ー
に
富
ん
だ
湯

め
ぐ
り
が
楽
し
め
る
。
こ
ん

ぴ
ら
の
自
然
を
楽
し
め
る
露

天
風
呂
付
客
室
も
好
評
だ
。

新
館
「
飛
天
」
の
展
望
浴

室
と
展
望
露
天
風
呂
で
は
、

こ
ん
ぴ
ら
の
四
季
の
移
ろ
い

を
感
じ
な
が
ら
、
ゆ
っ
た
り

と
寛
ぎ
の
時
を
過
ご
せ
る
。

ま
た
、
塩
も
み
コ
ー
ス
や

オ
イ
ル
コ
ー
ス
な
ど
、
ア
カ

ス
リ
エ
ス
テ
の
メ
ニ
ュ
ー
も

充
実
し
て
お
り
、
女
性
客
に

人
気
。

▽
こ
と
ひ
ら
温
泉
琴
参
閣

は
香
川
県
仲
多
度
郡
琴
平
町

６
８
５
�
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。
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こ
ん
ぴ
ら
さ
ん
の
お
膝
元

「
世
界
麺
フ
ェ
ス
タ
２
０

０
８
イ
ン
さ
ぬ
き
」
が
サ
ン

ポ
ー
ト
高
松
（
香
川
県
高
松

市
）
で
５
月
３
日
か
ら
６
日

ま
で
開
催
さ
れ
た
。
４
日
間

で
１４
万
人
が
来
場
し
た
。
サ

ン
ポ
ー
ト
高
松
エ
リ
ア
は
同

イ
ベ
ン
ト
の
前
半
の
メ
ー
ン

会
場
。
期
間
中
は
５
つ
の
国

・
地
域
と
国
内
１２
道
県
の
２０

種
類
の
麺
料
理
が
集
結
。
世

界
の
麺
や
日
本
の
麺
を
実
演

販
売
す
る
ブ
ー
ス
に
は
、
長

蛇
の
列
が
並
ん
だ
。

世
界
か
ら
は
、
シ
ル
ク
ロ

ー
ド
沿
線
地
域
の
イ
タ
リ

ア
、
ト
ル
コ
、
中
国
、
韓
国

な
ど
珍
し
い
麺
料
理
を
集

め
、
実
演
販
売
。
日
本
の
う

ど
ん
は
、
香
川
県
の
さ
ぬ
き

う
ど
ん
や
さ
ぬ
き
う
ど
ん
を

使
っ
た
創
作
料
理
の
ほ
か
、

稲
庭
う
ど
ん
、水
沢
う
ど
ん
、

氷
見
う
ど
ん
、
伊
勢
う
ど
ん

な
ど
。
徳
島
ラ
ー
メ
ン
（
徳

島
）
、
半
田
そ
う
め
ん
（
徳

島
）
、
五
色
そ
う
め
ん
（
愛

媛
）、
鍋
焼
き
ラ
ー
メ
ン（
高

知
）
と
い
っ
た
四
国
の
麺
料

理
や
、
札
幌
ラ
ー
メ
ン
や
福

岡
と
ん
こ
つ
ラ
ー
メ
ン
も
出

店
し
た
。
小
豆
島
の
そ
う
め

ん
で
は
、
そ
う
め
ん
作
り
体

験
が
実
施
さ
れ
た
。

会
場
内
の
３
つ
の
ス
テ
ー

ジ
で
は
、
各
国
の
音
楽
や
民

謡
舞
踏
が
披
露
さ
れ
た
ほ

か
、
ウ
ズ
ベ
キ
ス
タ
ン
の
フ

ァ
ッ
シ
ョ
ン
シ
ョ
ー
、
学
術

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
「
シ
ル
ク
ロ

ー
ド
は
面
ロ
ー
ド
」
な
ど
多

彩
な
イ
ベ
ン
ト
も
。

６
月
１３
〜
１５
日
に
は
善
通

寺
で
フ
ェ
ス
タ
フ
ィ
ナ
ー
レ

が
行
わ
れ
る
。
市
民
が
共
同

で
イ
ベ
ン
ト
の
シ
ン
ボ
ル
を

創
る
「
さ
ぬ
き
の
夢
２
０
０

０
『
小
麦
ウ
ェ
ル
カ
ム
ロ
ー

ド
』」や
シ
ル
ク
ロ
ー
ド
民
族

ダ
ン
ス
が
開
催
さ
れ
る
。
ま

た
、
麺
の
ル
ー
ツ
の
地
、
中

国
の
西
安
か
ら
麺
点
師
（
麺

職
人
）
が
来
日
。
刀
削
麺
は

じ
め
本
場
中
国
麺
の
製
法
と

味
を
披
露
す
る
。
日
本
の
有

名
麺
も
集
合
す
る
。
ダ
イ
ナ

ミ
ッ
ク
な
雑
技
団
に
よ
る
パ

フ
ォ
ー
マ
ン
ス
、
京
劇
、
獅

子
舞
も
上
演
さ
れ
る
。

最
終
日
の
１５
日
は
、
う
ど

ん
法
要
で
締
め
く
く
る
。

にぎわうサポート高松の会場

琴参閣の全景

道
後
温
泉
の
宝
荘
ホ
テ
ル

（
宮
崎
光
彦
社
長
）
は
、
温

泉
街
の
中
心
地
に
建
ち
、
ミ

シ
ュ
ラ
ン
ガ
イ
ド
で
３
つ
星

観
光
施
設
の
道
後
温
泉
本
館

ま
で
徒
歩
３
分
と
街
歩
き
に

至
便
。
子
規
、
漱
石
、
山
頭

火
ゆ
か
り
の
地
に
ふ
さ
わ
し

く
、
館
内
外
に
は
句
碑
や
文

学
の
展
示
コ
ー
ナ
ー
が
あ

り
、
文
化
の
香
り
が
漂
い
、

将
棋
の
棋
聖
戦
、
囲
碁
の
十

段
戦
の
対
局
の
場
と
し
て
も

知
ら
れ
る
。

風
呂
は
、
西
日
本
最
高
峰

の
石
鎚
山
系
の
青
石
の
巨
岩

を
配
し
た
岩
風
呂
、
松
山
城

や
道
後
の
街
を
望
む
展
望
風

呂
「
城
観
の
湯
」
（
露
天
付

き
）
、
眺
望
抜
群
の
屋
上
露

天
風
呂
「
三
城
の
湯
」
、
玄

関
先
に
坪
庭
風
の
足
湯
が
あ

り
道
後
の
湯
を
満
喫
で
き

る
。料

理
は
、
「
愛
媛
産
に
は

愛
が
あ
る
」
と
い
う
名
の
プ

ラ
ン
も
あ
る
よ
う
に
、
瀬
戸

内
の
山
海
の
新
鮮
な
幸
を
素

材
と
し
た
旬
の
会
席
料
理
が

好
評
で
、湯
の
街
情
緒
と「
ほ

っ
」
と
寛
げ
る
ひ
と
と
き
が

楽
し
め
る
。

▽
宝
荘
ホ
テ
ル
は
愛
媛
県

松
山
市
道
後
鷺
谷
町
２
�

２０
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屋
上
露
天
風
呂
「
三
城
の
湯
」

松
山
城
下
一
望
の
露
天
風
呂

高
知
県
に
あ
る「
城
西
館
」

（
藤
本
正
孝
社
長
）
は
、
高

知
城
か
ら
西
側
へ
徒
歩
１０

分
、
坂
本
竜
馬
生
誕
の
碑
の

近
く
に
建
つ
。
明
治
７
年
の

創
業
以
来
「
さ
り
げ
な
く
、

そ
し
て
あ
た
た
か
い
」
お
も

て
な
し
で
皇
族
の
ご
常
宿
と

し
て
、
ま
た
各
界
の
名
士
ら

を
迎
え
て
き
た
歴
史
と
伝
統

の
あ
る
旅
館
。

料
理
は
、
カ
ツ
オ
の
た
た

き
や
新
鮮
な
お
造
り
が
楽
し

め
る
土
佐
の
名
物
皿
鉢
料
理

が
メ
ー
ン
。
他
に
も
土
佐
の

素
材
を
生
か
し
た
「
土
佐
会

席
」
や
、
世
界
料
理
オ
リ
ン

ピ
ッ
ク
で
銅
メ
ダ
ル
を
受
賞

し
た
シ
ェ
フ
が
腕
を
振
る
う

「
ふ
ら
ん
す
会
席
」
な
ど
も

用
意
。酒
ど
こ
ろ
と
あ
っ
て
、

利
き
酒
師
や
ソ
ム
リ
エ
、
ビ

ア
テ
イ
ス
タ
ー
な
ど
の
経
験

を
持
つ
ス
タ
ッ
フ
が
対
応
で

き
る
。

風
呂
は
、
高
知
の
城
下
町

や
四
国
山
脈
が
見
渡
せ
る
展

望
露
天
風
呂
と
展
望
大
浴
場

が
男
女
そ
れ
ぞ
れ
に
あ
る
。

夜
に
は
、
ラ
イ
ト
ア
ッ
プ
さ

れ
た
高
知
城
の
姿
を
女
性
展

望
露
天
風
呂
と
湯
上
り
茶
屋

か
ら
望
む
こ
と
が
で
き
る
。

▽
城
西
館
は
高
知
県
高
知

市
上
町
２
�
５
�
３４
。
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歴
史
息
づ
く
土
佐
の
旅
館

展望露天風呂

http://www.koubaitei.jp/
http://www.kotosankaku.jp
http://www.takaraso.co.jp
http://www.jyoseikan.co.jp
http://www.24hitomi.or.jp
http://www.shodoshima.or.jp/olive100

